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1. 2026年2月期の連結業績（2025年3月1日～2026年2月28日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年2月期 4,719 13.4 160 133.6 169 92.1 189 ―

2025年2月期 4,160 △3.7 68 △36.3 88 89.9 △467 ―

（注）包括利益 2026年2月期　　184百万円 （―％） 2025年2月期　　△465百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年2月期 10.33 ― 6.7 4.9 3.4

2025年2月期 △25.58 ― △15.3 2.4 1.6

（参考） 持分法投資損益 2026年2月期 ―百万円 2025年2月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年2月期 3,613 2,855 79.0 156.13

2025年2月期 3,317 2,769 83.5 151.43

（参考） 自己資本 2026年2月期 2,855百万円 2025年2月期 2,769百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年2月期 399 △560 △106 1,712

2025年2月期 97 △146 △98 1,979

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年2月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 98 ― 3.6

2026年2月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 98 48.4 3.5

2027年2月期(予想) ― 0.00 ― 5.00 5.00 65.5

3. 2027年 2月期の連結業績予想（2026年 3月 1日～2027年 2月28日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,024 6.5 280 74.9 277 64.1 139 △26.2 7.63



※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　有

新規 1 社 （社名） 株式会社ＷＨＯＭ 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年2月期 27,437,249 株 2025年2月期 30,137,249 株

② 期末自己株式数 2026年2月期 9,147,767 株 2025年2月期 11,847,767 株

③ 期中平均株式数 2026年2月期 18,289,482 株 2025年2月期 18,289,482 株

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託財産として「株式会社日本カストディ銀行（信託口）」が保有
する当社株式が含まれています。

（参考）個別業績の概要

2026年2月期の個別業績（2025年3月1日～2026年2月28日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年2月期 3,962 10.3 211 206.1 221 142.0 257 ―

2025年2月期 3,592 △2.5 69 △39.7 91 47.6 △499 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2026年2月期 14.06 ―

2025年2月期 △27.31 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年2月期 2,913 2,241 77.0 122.57

2025年2月期 2,592 2,087 80.5 114.14

（参考） 自己資本 2026年2月期 2,241百万円 2025年2月期 2,087百万円

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．経営成績等の概況（５）今後の見通し」をご覧ください。



株式会社アルバイトタイムス(2341) 2026年２月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………３

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………３

（５）今後の見通し ……………………………………………………………………………………３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………４

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………５

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………５

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ……………………………………………………７

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………７

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………８

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………９

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………10

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………11

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………11

（連結範囲の重要な変更に関する注記） …………………………………………………………11

（追加情報） …………………………………………………………………………………………11

（セグメント情報等の注記） ………………………………………………………………………12

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………16

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………17

※当社は以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。

この説明会で配布した資料については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。

2026年４月20日（月）・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会



株式会社アルバイトタイムス(2341) 2026年２月期 決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業業績が堅調に推移する中、雇用や所得環境の改善がみられ、物価上

昇の影響を受けつつも個人消費や旺盛なインバウンド需要の継続などを背景に、景気は緩やかな回復基調で推移し

ました。一方で、物価や原材料価格の高騰、円安傾向が続く為替市場の動向や長期金利の上昇などにより、先行き

は依然として不透明な状況が続いております。

このような経済環境下、当社の収益基盤である静岡県の雇用情勢については依然として弱含みな状況が続いてお

り、2026年２月の有効求人倍率は全国平均1.19倍に対し、静岡県は1.06倍（前年同月比0.02ポイント下降）と全国

平均を下回っております。

このような状況において当社グループでは、採用管理システムを顧客に提供する『ワガシャ de DOMO』の販路拡

大施策やオプション商品の販売等を継続いたしました。また、静岡県内東部地域、中部地域、西部地域の各所にお

いて、リアルイベントである合同企業面談会『シゴトフェア』をそれぞれ３回開催いたしました。フリーランス・

副業人材を中心としたプロのリクルーターを活用したＲＰＯ事業を手掛ける株式会社ＷＨＯＭにおいては、首都圏

を中心に新規顧客開拓に注力いたしました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの連結業績は、売上高は4,719百万円（同13.4%増）となりま

した。売上原価は1,557百万円（同23.3%増）、販売費及び一般管理費は3,001百万円（同6.1%増）となり、営業利益

は160百万円（同133.6%増）となりました。経常利益は169百万円（同92.1%増）、親会社株主に帰属する当期純利益

は、189百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失467百万円）となりました。

セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）を示すと、次のとおりであります。

※当連結会計年度より、株式会社ＷＨＯＭを連結子会社化したことに伴い、従来の「情報提供事業」 というセグ

メント名称では事業実態との乖離が生じてきたため、「人材サービス事業」へとセグメント名称を変更致しまし

た。なお、本変更はセグメント名の見直しによるものであり、従来の事業内容および対象となる子会社に実質的な

変更はありません。

（人材サービス事業）

人材サービス事業では、採用管理システムを顧客に提供する『ワガシャ de DOMO』サブスクリプション型課金モ

デル）等、ＨＲテックや正社員領域の販売等が堅調に推移したことや、当期より連結子会社となった株式会社ＷＨ

ＯＭのＲＰＯ事業の業績寄与もあり、売上高は4,314百万円（前連結会計年度比19.0%増）、セグメント利益は933百

万円（同22.3%増）となりました。

（販促支援事業）

販促支援事業では、主たる売上であるフリーペーパーの取次において、当第1四半期より大型週刊誌の休刊や取次

エリアの縮小等があり全体的な取次量が減少した結果、販促支援事業における売上高は409百万円（前連結会計年度

比24.5%減）、セグメント利益は11百万円（同77.2%減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の財政状態は、総資産が3,613百万円（前連結会計年度末比8.9%増）、負債が758百万円（同

38.3%増）、純資産が2,855百万円（同3.1%増）となりました。また、自己資本比率は79.0%となりました。

資産の部では、流動資産が2,285百万円（同8.9%減）となりました。これは、現金及び預金が1,712百万円（同

13.4%減）、売掛金及び契約資産が489百万円（同15.9%増）等となったためです。

固定資産は1,328百万円（同64.3%増）となりました。これは、有形固定資産が541百万円（同2.0%減）、無形固定

資産がのれんの計上等により、526百万円（同569.6%増）、投資その他の資産が260百万円（同47.3%増）となったた

めです。

負債は758百万円（同38.3%増）となりました。これは、未払金が362百万円（同12.1%増）、賞与引当金が105百万

円（同20.3%増）等となったためです。

純資産は2,855百万円（同3.1%増）となりました。これは、親会社株主に帰属する当期純利益の計上、剰余金の配
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当及び自己株式の消却により利益剰余金が3,102百万円（同7.7%減）、自己株式の消却等により自己株式が1,241百

万円（前連結会計年度末は1,598百万円）等となったためです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、1,712百万円（前連結会計年度末

比266百万円減）となりました。

(a) 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は、399百万円（前連結会計年度は97百万円の収入）となりました。これは主に、税

金等調整前当期純利益が169百万円、のれん償却額が58百万円、賞与引当金の増加額が17百万円、株式給付引当金の

増加額が24百万円、未払消費税の増加額が66百万円等となったためです。

(b) 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は、560百万円（同146百万円の支出）となりました。これは主に、無形固定資産の

取得による支出が87百万円、その他、子会社株式取得による支出が469百万円等になったためです。

(c) 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、106百万円（同98百万円の支出）となりました。これは主に、配当金の支払額が

98百万円等となったためです。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、中長期的な企業の競争力の強化と成長力の維持を可能とする投資を最優先事項と捉えていま

す。そのため、内部留保金並びにフリー・キャッシュ・フローにつきましては、新規事業向けを中心とした投資に

充当し、グループとしてのさらなる成長を図ります。

一方で、株主の皆様に対してはその投資によって得られた成果、つまり連結業績に連動した利益配分を行ってい

くこととし、連結配当性向50%を目処に配当を行う方針です。

なお、当連結会計年度（2026年２月期）におきましては１株当たり５円の期末配当を予定しております。

次期（2027年２月期）の配当につきましては、１株当たり５円の期末配当を予定しております。

（５）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、わが国経済においては、地政学リスクに起因する不安定な国際情勢や物価上昇が

継続し、不透明な状態であるものの、構造的な人手不足を背景に求人企業における採用ニーズは今後も継続すると

見込まれます。そのような中、働き手の価値観変化・企業側の採用戦略の変化も同時に進み、人材ビジネスは一層

の差別化・多様化が求められています。

このような市場変化の中で、当社グループが更なる成長を継続していくためには、市場成長性と収益性の高い分

野へ事業を集中するとともに、将来的な成長が見込まれる新しいソリューション・サービスの創出、そして成長を

下支えする経営基盤の構築が必要であると考えております。

市場成長性と収益性の高い分野への事業集中に関しては、採用管理システム『ワガシャ de DOMO』に代表される

ＨＲテック領域へ事業を集中させるとともに、ＲＰＯ事業においては首都圏以外への地域展開ならびに戦略立案・

データ分析など付加価値の高いサービスの拡充を進めてまいります。

また、将来的な成長が見込まれる新しいソリューション・サービスを創出するために、自社の経営資源にこだわ

ることなく、Ｍ＆Ａや業務提携など外部の経営資源を活用し、事業展開スピードを高めていきたいと考えておりま

す。

さらに、業務ソリューションシステムの導入・体制の構築、人事制度の高度化、基幹システムの再構築などを継

続し、業務生産性向上と労働集約型モデルからの変革により、競争優位性を高め成長に資する経営基盤の構築を進

めてまいります。

次期の連結業績予想は、売上高が5,024百万円（当連結会計年度比6.5%増）となり、売上原価は1,622百万円（同

4.2%増）となる見込みです。この結果、売上総利益は3,401百万円（同7.6%増）、売上総利益率は67.7%（同0.7ポイ
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ント増）となる見込みです。また、販売費及び一般管理費は3,121百万円（同4.0%増）となる見込みです。

以上により、営業利益は280百万円（同74.9％増）となり、経常利益は277百万円（同64.1%増）、親会社株主に帰

属する当期純利益は139百万円（同26.2%減）となる見込みです。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく

方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,979,102 1,712,963

売掛金及び契約資産 422,742 489,948

貯蔵品 3,010 3,330

その他 105,316 80,974

貸倒引当金 △638 △1,930

流動資産合計 2,509,532 2,285,287

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 358,363 356,979

減価償却累計額 △257,777 △263,206

建物及び構築物（純額） 100,585 93,772

リース資産 21,133 21,133

減価償却累計額 △17,611 △21,133

リース資産（純額） 3,522 ―

土地 444,475 444,475

その他 63,070 52,136

減価償却累計額 △59,032 △49,033

その他（純額） 4,037 3,102

有形固定資産合計 552,620 541,350

無形固定資産

ソフトウエア 67,948 105,790

のれん ― 409,647

その他 10,606 10,606

無形固定資産合計 78,555 526,044

投資その他の資産

投資有価証券 14,477 5,658

繰延税金資産 111,145 190,986

その他 57,180 83,342

貸倒引当金 △5,687 △19,078

投資その他の資産合計 177,115 260,909

固定資産合計 808,291 1,328,304

資産合計 3,317,824 3,613,591
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当連結会計年度
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

未払金 323,685 362,920

未払法人税等 2,526 63,761

賞与引当金 87,441 105,219

契約負債 68,686 61,450

その他 40,667 114,689

流動負債合計 523,007 708,041

固定負債

役員株式給付引当金 25,200 41,580

従業員株式給付引当金 ― 8,400

固定負債合計 25,200 49,980

負債合計 548,207 758,021

純資産の部

株主資本

資本金 455,997 455,997

資本剰余金 545,237 538,374

利益剰余金 3,361,859 3,102,120

自己株式 △1,598,747 △1,241,807

株主資本合計 2,764,348 2,854,686

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,309 909

為替換算調整勘定 △41 △25

その他の包括利益累計額合計 5,268 884

純資産合計 2,769,616 2,855,570

負債純資産合計 3,317,824 3,613,591
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

売上高 4,160,588 4,719,056

売上原価 1,262,568 1,557,045

売上総利益 2,898,019 3,162,011

販売費及び一般管理費 2,829,482 3,001,919

営業利益 68,536 160,091

営業外収益

受取利息 3,044 5,795

受取賃貸料 840 840

為替差益 547 1,041

投資事業組合運用益 13,493 4,334

その他 2,495 3,131

営業外収益合計 20,421 15,143

営業外費用

支払利息 67 24

支払補償費 ― 3,853

その他 741 2,028

営業外費用合計 808 5,905

経常利益 88,149 169,329

特別利益

投資有価証券売却益 13,375 ―

特別利益合計 13,375 ―

特別損失

減損損失 552,905 ―

特別損失合計 552,905 ―

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△451,381 169,329

法人税、住民税及び事業税 2,670 58,217

法人税等調整額 13,884 △77,968

法人税等合計 16,554 △19,750

当期純利益又は当期純損失（△） △467,935 189,080

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△467,935 189,080
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

当期純利益又は当期純損失（△） △467,935 189,080

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 428 △4,399

為替換算調整勘定 1,808 16

その他の包括利益合計 2,237 △4,383

包括利益 △465,698 184,696

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △465,698 184,696
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 455,997 538,374 4,017,575 △1,684,421 3,327,526 4,880 △1,850 3,030 3,330,556

当期変動額

剰余金の配当 ― ― △95,242 ― △95,242 ― ― ― △95,242

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

― ― △467,935 ― △467,935 ― ― ― △467,935

自己株式の消却 ― △92,537 ― 92,537 ― ― ― ― ―

株式給付信託に対す

る自己株式の処分
― 6,862 ― 92,537 99,400 ― ― ― 99,400

株式給付信託による

自己株式の取得
― ― ― △99,400 △99,400 ― ― ― △99,400

利益剰余金から資本

剰余金への振替
― 92,537 △92,537 ― ― ― ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ― ― ― 428 1,808 2,237 2,237

当期変動額合計 ― 6,862 △655,715 85,674 △563,178 428 1,808 2,237 △560,940

当期末残高 455,997 545,237 3,361,859 △1,598,747 2,764,348 5,309 △41 5,268 2,769,616

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 455,997 545,237 3,361,859 △1,598,747 2,764,348 5,309 △41 5,268 2,769,616

当期変動額

剰余金の配当 ― ― △98,742 ― △98,742 ― ― ― △98,742

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

― ― 189,080 ― 189,080 ― ― ― 189,080

自己株式の消却 ― △356,940 ― 356,940 ― ― ― ― ―

利益剰余金から資本

剰余金への振替
― 350,077 △350,077 ― ― ― ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ― ― ― △4,399 16 △4,383 △4,383

当期変動額合計 ― △6,862 △259,739 356,940 90,337 △4,399 16 △4,383 85,954

当期末残高 455,997 538,374 3,102,120 △1,241,807 2,854,686 909 △25 884 2,855,570
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△451,381 169,329

減価償却費 39,915 40,150

減損損失 552,905 ―

のれん償却額 ― 58,521

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,137 14,560

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,197 17,777

株式給付引当金の増減額（△は減少） ― 24,780

受取利息 △3,044 △5,795

支払利息 67 24

投資有価証券売却益（△は益） △13,375 ―

投資事業組合運用損益（△は益） △13,493 △4,334

固定資産除却損 ― 585

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 37,101 △38,464

棚卸資産の増減額（△は増加） 991 △320

未払債務の増減額（△は減少） △24,808 43,613

契約負債の増減額（△は減少） △10,111 △7,235

未払消費税等の増減額（△は減少） △36,537 66,375

未収消費税等の増減額（△は増加） 28,710 25,303

その他 8,009 △13,744

小計 96,613 391,126

利息及び配当金の受取額 21,273 12,651

利息の支払額 △67 △24

法人税等の支払額 △19,873 △10,700

法人税等の還付額 1 6,757

営業活動によるキャッシュ・フロー 97,947 399,810

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,020 △385

有形固定資産の除却による支出 ― △410

無形固定資産の取得による支出 △143,751 △87,648

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

― △469,879

投資有価証券の売却による収入 13,375 ―

敷金及び保証金の差入による支出 △8,684 △3,028

敷金及び保証金の回収による収入 9,799 689

投資活動によるキャッシュ・フロー △146,282 △560,662

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,950 △3,994

長期借入金の返済による支出 ― △3,976

配当金の支払額 △94,992 △98,418

財務活動によるキャッシュ・フロー △98,943 △106,388

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,582 1,102

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △144,696 △266,139

現金及び現金同等物の期首残高 2,123,798 1,979,102

現金及び現金同等物の期末残高 1,979,102 1,712,963
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となって

おります。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(連結範囲の重要な変更に関する注記）

当連結会計年度において、株式会社ＷＨＯＭの全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

(追加情報)

（役員に対する業績連動型株式報酬制度に関する事項）

当社グループは、2021年４月８日付取締役会において、当社取締役（社外取締役を除きます。）の報酬と当

社の株式価値の連動性をより明確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共有すること

で、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、株式報酬制度（以下、

「本制度」といいます。）の導入を決議し、2021年５月25日開催の第48回定時株主総会において承認決議され

ました。

(１)取引の概要

本自己株式処分は、本制度導入のために設定される信託（以下「本信託」といいます。）の受託者である三

井住友信託銀行を株式会社（信託口）（再信託受託者：株式会社日本カストディ銀行（信託口）)に対して行う

ものであります。本信託を通じて、当社取締役（社外取締役を除きます。）に対し、当社が定める株式給付規

程に従って、役位、業績達成度等に応じて当社株式を給付する業績連動型株式報酬制度であります。なお、役

員が当社株式の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となります。

(２)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末125,994千円、759千株、

当連結会計年度末125,994千円、759千株であります。

（従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社グループは、2025年１月９日の取締役会において、当社及び当社子会社の従業員（以下「従業員」とい

います。）に対する福利厚生制度を拡充させるとともに、従業員の帰属意識を醸成し、経営参画意識を持たせ、

当社業績や株価上昇への意識を高めることにより、従業員エンゲージメントの向上及び当社の中長期的な企業

価値向上を図ることを目的として、従業員向けインセンティブ・プラン（以下「本制度」といいます。）を導

入することといたしました。
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（１）取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託（以下「本信託」といいます。）を設定し、本信託が当社

普通株式（以下「当社株式」といいます。）の取得を行い、従業員のうち一定の要件を充足する者に対して付

与されるポイントに基づき、本信託を通じて当社株式を交付するインセンティブ・プランです。当該ポイント

は、当社取締役会が定める株式交付規程に従って付与されるものであり、各従業員に交付される当社株式の数

は、付与されるポイント数により定まります。

本信託による当社株式の取得資金は、全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

本制度の導入により、従業員は当社株式の株価上昇による経済的な利益を享受することができるため、株価

を意識した従業員の業務遂行を促すとともに、従業員の勤労意欲を高める効果が期待できます。

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当連結会計年度末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末

99,400千円、700千株、当連結会計年度末99,400千円、700千株であります。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、「人材サービス事業」及び「販促支援事業」の２つを報告セグメントとしております。

「人材サービス事業」では、当社グループの主力商品である、求人情報誌『DOMO』の発行及び求人情報サイト

『DOMO NET』の運営・販売、またその他に、主力商品で築いた顧客に対するＳＰ広告の販売等から構成されていま

す。

「販促支援事業」では、当社100%子会社である株式会社リンクが行うフリーペーパーの取次等により構成されてい

ます。

なお、当連結会計期間より、株式会社ＷＨＯＭを連結子会社化したことに伴い、従来の「情報提供事業」という

セグメント名称では事業実態との乖離が生じてきたため、「人材サービス事業」へとセグメント名称を変更致しま

した。本変更はセグメント名の見直しによるものであり、従来の事業内容および対象となる子会社に実質的な変更

はありません。また、前連結会計期間のセグメント情報についても、変更後の名称で表示しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の売上高は、第三者間取引価格に基づ

いております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

(単位:千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

連結財務諸表計
上額
(注)２人材サービス 販促支援 計

売上高

無料求人誌『DOMO』 649,361 ― 649,361 649,361 ― 649,361

ワガシャ de DOMO 1,823,291 ― 1,823,291 1,823,291 ― 1,823,291

インストアメディア事業 ― 373,567 373,567 373,567 ― 373,567

その他 1,154,345 160,022 1,314,367 1,314,367 ― 1,314,367

顧客との契約から生じる収
益

3,626,999 533,589 4,160,588 4,160,588 ― 4,160,588

外部顧客への売上高 3,626,999 533,589 4,160,588 4,160,588 ― 4,160,588

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― 8,905 8,905 8,905 △8,905 ―

計 3,626,999 542,494 4,169,493 4,169,493 △8,905 4,160,588

セグメント利益 763,714 50,590 814,304 814,304 △745,768 68,536

セグメント資産 913,348 81,798 995,147 995,147 2,322,677 3,317,824

その他の項目

減価償却費 25,375 2,080 27,455 27,455 12,459 39,915

減損損失 ― ― ― ― 552,905 552,905

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

19,155 3,000 22,155 22,155 143,454 165,609

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△745,768千円は、セグメント間取引消去4,183千円及び全社費用△749,951千円

であります。

(2)セグメント資産の調整額は、主に現金及び預金、繰延税金資産及び報告セグメントに帰属しない本社建物

設備等であります。

(3)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、ソフトウエアの購入等によるものであります。

(4)減損損失の調整額552,905千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減損損失が含まれ

ております。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

(単位:千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

連結財務諸表計
上額
(注)２人材サービス 販促支援 計

売上高

無料求人誌『DOMO』 616,725 ― 616,725 616,725 ― 616,725

ワガシャ de DOMO 1,944,252 ― 1,944,252 1,944,252 ― 1,944,252

インストアメディア事業 ― 232,380 232,380 232,380 ― 232,380

その他 1,753,690 172,008 1,925,698 1,925,698 ― 1,925,698

顧客との契約から生じる収
益

4,314,668 404,388 4,719,056 4,719,056 ― 4,719,056

外部顧客への売上高 4,314,668 404,388 4,719,056 4,719,056 ― 4,719,056

セグメント間の内部売上
高又は振替高

277 5,184 5,461 5,461 △5,461 ―

計 4,314,945 409,573 4,724,518 4,724,518 △5,461 4,719,056

セグメント利益 933,709 11,532 945,241 945,241 △785,149 160,091

セグメント資産 1,111,817 73,062 1,184,879 1,184,879 2,428,712 3,613,591

その他の項目

減価償却費 25,381 2,280 27,661 27,661 12,489 40,150

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

65,086 ― 65,086 65,086 4,276 69,362

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△785,149千円は、セグメント間取引消去4,123千円及び全社費用△789,273千円

であります。

(2)セグメント資産の調整額は、主に現金及び預金、繰延税金資産及び報告セグメントに帰属しない本社建物

設備等であります。

(3)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、ソフトウエアの購入等によるものであります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日）

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

（単位：千円）

人材サービス 販促支援 合計

当期償却額 58,521 ― 58,521

当期末残高 409,647 ― 409,647

（のれんの金額の重要な変動）

当期末連結累計期間において、株式会社ＷＨＯＭを連結子会社化したことに伴い、「人材サービス事業」にお

いて、のれんが発生しております。当該事象によるのれん増加額は468,168千円であります。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年３月１日 至 2025年２月28日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年３月１日 至 2026年２月28日)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

１株当たり純資産額 151円43銭 156円13銭

１株当たり当期純利益又は１株当た

り当期純損失（△）
△25円58銭 10円33銭

(注) １ 前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たりの当期純利益については、１株当たりの当期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年３月１日
至 2025年２月28日)

当連結会計年度
(自 2025年３月１日
至 2026年２月28日)

親会社株主に帰属する当期純利益又

は親会社株主に帰属する当期純損失

（△）（千円）

△467,935 189,080

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親会社株主に帰属

する当期純損失（△）（千円）

△467,935 189,080

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,289 18,289

（注）１「株式給付信託」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有している当社株式は、１株

当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

ており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。１

株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前連結会計

年度820千株、当連結会計年度1,459千株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株

式数は前連結会計年度1,459千株、当連結会計年度1,459千株であります。
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(重要な後発事象)

（自己株式の消却）

当社は、2026年４月９日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式消却に係る事

項を決議いたしました。

（１）自己株式の消却を行う理由

株主還元の充実を図るとともに、資本効率の向上を図るため。

（２）自己株式の消却の内容

① 消却する株式の種類 当社普通株式

② 消却する株式の数 1,000,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合 3.64％）

③ 消却予定日 2026年４月17日

④ 消却後の発行済株式総数 26,437,249株


